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■

岐

阜

県

可

児

市

の

店

舗

内

に

図

書

館

「

カ

ニ

ミ

ラ

イ

ブ

」

　

岐

阜

県

中

南

部

に

位

置

か

に

す

る

可

児

市

。

戦

国

時

代

の

山

城

跡

は

�

を

数

え

る

。

織

田

信

長

の

家

臣

だ

っ

た

明

智

光

秀

の

ふ

る

さ

と

で

も

あ

る

。

市

内

を

木

曽

川

と

可

児

川

が

流

れ

、

自

然

豊

か

な

�

万

人

の

ま

ち

だ

。

こ

こ

に

、

良

品

計

画

の

「

無

印

良

品

　

ヨ

シ

ヅ

ヤ

可

児

」

が

あ

る

。

店

舗

内

に

は

図

書

館

。

「

可

児

市

立

カ

ニ

ミ

ラ

イ

ブ

図

書

館

」

と

名

付

け

ら

れ

、

蔵

書

は

、

約

２

万

冊

。

運

営

は

市

が

担

う

。

図

書

館

は

店

舗

部

分

と

仕

切

り

を

設

け

ず

、

買

い

物

つ

い

で

に

立

ち

寄

れ

る

気

軽

さ

を

追

求

し

た

。

　

「

無

印

良

品

」

は

、

１

９

８

０

年

に

西

友

ス

ト

ア

（

現

西

友

）

の

プ

ラ

イ

ベ

ー

ト

ブ

ラ

ン

ド

か

ら

出

発

。

セ

ゾ

ン

グ

ル

ー

プ

を

率

い

た

堤

清

二

氏

が

、

生

み

の

親

だ

。

当

時

、

日

本

経

済

が

バ

ブ

ル

に

向

か

う

中

、

高

額

な

ブ

ラ

ン

ド

品

の

人

気

が

過

熱

し

た

。

「

無

印

良

品

」

は

、

こ

う

し

た

消

費

社

会

へ

の

ア

ン

チ

テ

ー

ゼ

だ

っ

た

。

「

わ

け

あ

っ

て

、

安

い

」

と

い

う

キ

ャ

チ

コ

ピ

ー

で

、

使

い

や

す

さ

、

素

材

、

適

正

価

格

に

こ

だ

わ

っ

た

。

　

一

号

店

は

、

東

京

・

青

山

。

海

外

高

級

ブ

ラ

ン

ド

、

日

本

人

の

デ

ザ

イ

ナ

ー

ブ

ラ

ン

ド

真

っ

盛

り

の

こ

の

街

で

あ

え

て

勝

負

し

た

。

現

在

、

日

本

国

内

６

５

１

店

舗

、

海

外

は

国

内

を

上

回

る

７

１

７

店

舗

だ

。

海

外

で

「

Ｍ

Ｕ

Ｊ

Ｉ

」

の

ブ

ラ

ン

ド

は

、

シ

ン

プ

ル

で

機

能

的

な

デ

ザ

イ

ン

か

ら

東

洋

的

で

「

禅

」

の

よ

う

な

感

覚

で

受

け

取

ら

れ

て

い

る

。

■

企

業

理

念

に

「

感

じ

良

い

暮

ら

し

と

社

会

」

　

な

ぜ

、

い

ま

地

方

な

の

か

。

ブ

ラ

ン

ド

立

ち

上

げ

か

ら

�

年

を

迎

え

た

２

０

２

１

年

９

月

、

「

第

二

の

創

業

」

を

打

ち

出

し

た

。

「

感

じ

良

い

暮

ら

し

と

社

会

」

の

実

現

に

貢

献

す

る

こ

と

を

企

業

理

念

に

掲

げ

た

。

「

感

じ

良

い

」

と

は

、

社

会

に

対

し

て

、

ど

こ

に

も

し

わ

寄

せ

が

な

い

、

と

い

う

意

味

だ

。

そ

の

た

め

に

２

つ

の

使

命

が

あ

る

。

「

日

常

生

活

の

基

本

を

担

う

」

と

と

も

に

「

地

域

へ

の

土

着

」

だ

。

　

「

土

着

」

と

は

ど

う

い

う

意

味

か

。

　

「

無

印

良

品

　

銀

座

」

総

店

長

の

木

村

大

輔

氏

は

、

同

社

の

岐

阜

事

業

部

時

代

に

、

可

児

市

と

と

も

に

図

書

館

や

地

域

の

活

性

化

に

関

す

る

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

を

手

掛

け

た

。

５

月

９

日

の

地

域

政

策

と

議

会

改

革

を

学

ぶ

研

修

会

。

木

村

氏

は

、

地

域

性

を

な

ぜ

強

く

打

ち

出

す

の

か

、

事

業

展

開

の

狙

い

な

ど

に

つ

い

て

語

っ

た

。

　

「

第

二

の

創

業

で

、

各

店

舗

は

、

各

地

域

の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

セ

ン

タ

ー

の

役

割

を

持

ち

、

地

域

の

課

題

に

取

り

組

み

、

地

域

へ

の

良

い

イ

ン

パ

ク

ト

を

つ

く

っ

て

い

く

。

こ

れ

が

、

全

社

の

中

で

大

き

な

ミ

ッ

シ

ョ

ン

に

な

っ

た

」

。

　

「

何

か

お

も

し

ろ

い

こ

と

は

で

き

な

い

か

」

、

「

図

書

館

を

な

ん

と

か

し

た

い

」

。

可

児

市

の

行

政

担

当

者

か

ら

の

声

か

け

が

、

き

っ

か

け

だ

っ

た

。

こ

こ

ま

で

は

よ

く

あ

る

話

だ

。

行

政

に

限

ら

ず

、

組

織

は

縦

割

り

に

な

り

が

ち

だ

。

し

か

し

、

熱

意

を

も

っ

て

横

串

を

さ

せ

る

人

が

い

た

。

ど

ん

な

図

書

館

を

つ

く

る

か

、

可

児

市

が

ヒ

ア

リ

ン

グ

を

実

施

。

行

政

だ

け

、

民

間

だ

け

で

は

解

決

で

き

な

い

難

し

い

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

を

、

一

緒

に

な

っ

て

実

現

し

て

い

っ

た

。

　

木

村

氏

は

、

図

書

館

の

目

的

に

つ

い

て

、

こ

う

述

べ

た

。

「

地

域

の

人

た

ち

に

ど

れ

だ

け

気

づ

き

を

も

っ

て

い

た

だ

く

か

、

そ

れ

が

一

番

大

事

な

こ

と

だ

っ

た

。

私

も

本

に

は

あ

ま

り

関

心

が

な

か

っ

た

。

そ

う

し

た

人

た

ち

に

、

学

び

の

楽

し

さ

を

感

じ

て

も

ら

う

。

そ

こ

ま

で

踏

み

込

ん

で

考

え

て

い

く

。

こ

れ

が

根

幹

だ

っ

た

」

。

■

地

域

課

題

を

解

決

す

る

た

め

に

事

業

を

推

進

　

可

児

市

と

良

品

計

画

は

２

０

２

３

年

６

月

、

「

地

域

活

性

化

等

に

関

す

る

包

括

連

携

協

定

」

を

締

結

し

、

可

児

市

が

同

年

�

月

に

図

書

館

を

設

置

。

翌

年

５

月

に

は

地

域

商

社

「

一

般

社

団

法

人

カ

ニ

ミ

ラ

イ

ブ

」

を

設

立

し

、

特

産

品

や

地

域

ブ

ラ

ン

ド

の

開

発

や

販

売

を

進

め

て

い

る

。

　

地

域

商

社

は

、

地

域

の

仕

事

を

創

出

し

、

地

域

の

事

業

を

活

性

化

し

な

が

ら

、

地

域

の

課

題

解

決

を

進

め

て

い

く

。

市

民

が

主

体

と

な

っ

た

事

業

の

発

展

と

経

済

的

自

立

を

支

援

す

る

。

様

々

な

活

動

を

通

じ

た

関

係

人

口

の

創

出

や

定

住

促

進

も

進

め

る

。

　

「

儲

け

る

た

め

に

事

業

を

す

る

の

で

は

な

い

、

地

域

課

題

を

解

決

す

る

た

め

に

、

事

業

を

す

る

。

そ

の

結

果

、

地

域

が

潤

い

、

事

業

も

う

ま

く

い

け

ば

、

収

益

が

上

が

っ

て

い

く

。

う

ま

く

い

か

な

け

れ

ば

、

反

省

し

、

や

り

直

す

」

と

木

村

氏

。

良

品

計

画

で

は

、

地

域

で

の

取

り

組

み

も

増

え

て

い

る

。

「

地

域

へ

の

土

着

」

。

発

想

の

原

点

は

、

創

業

時

の

コ

ン

セ

プ

ト

か

ら

変

わ

っ

て

い

な

い

。


